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るだろう」とし，現代社会におけるコミュニケーショ

ンの重要性について述べている．また園田（2003）

は最近の子どもについて「『言いたいことが言えない』

という子どもと同様に『言いたいことがわからない』

『言いたいことがない」というような子どもが増えて

きている」ことを示唆している．確かに葛藤をなく

したい，あるいは解決したいと望んでも，適切な態度

が取れなかったり，自分の気持ちの表現方法がわから

ない人は少なくないのではなかろうか．

自己表現を練習するグループ・トレーニングの一つ

にアサーション・トレーニングがあるアサーショ

ン（assertion）とは「自分も相手も大切にした自己表

現」のことであり，「自分の考え欲求，気持ちなど

を率直に，正直に，その場の状況にあった適切な方法

で述べること」であり（平木，2002)，そのためのコ

ミュニケーション能力をアサーテイブネス

(assertiveness）と呼ぶ（鈴木,2006)．現在アサーシヨ

ン・トレーニングは，キャリア・カウンセリングや病

問題

現代に生きる人々は，複雑化・多様化した社会の中

で、様々なストレスを抱えているこのようなめまぐ

るしい社会の中で，私たちは多くの葛藤を生じながら，

他者とうまくやっていくために日々エネルギーを使っ

ている．

対人関係を円滑にする重要な要素の￣つにコミュ

ニケーション．スキルが挙げられる平木（2001）

は「人間生活のグローバル化によって，そのモビリ

ティ（人の動きの速さと距離）は高まり，また医

療・衛生管理の発展によって長寿が実現したこの二

つの動きと変化は，多様な（男女，多文化多国籍な

ど）人々と，多世代（4～５世代）の人々の交流や対

話が多方面にわたって行われることを意味するそう

した変化は，今まで暗黙の了解の中で進めることがで

きていたコミュニケーションをスムーズに進まなくす
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サーション権は認知的側面に，スキルは行動的側面に

関連すると考えられるしたがってアサーテイブにな

れない背景を事前面接等で調査し，それがトレーニン

グを通してどのように変容したかを調ぺることは，ア

サーション・トレーニングの効果をより具体的に分析

できるとともに，参加者一人一人のニーズに合わせた

効果的なトレーニングの実践につながると考える．

したがって本研究では，精神科外来患者にアサー

ション・トレーニングを実施し，アサーション・ト

レーニングのより具体的な効果を測るとともに，参加

者の認知・情動・行動的側面の質的変容に着目し参

加者のニーズに即したアサーション・トレーニングの

プログラムを検討することを第一の目的とする．

では，具体的にどのようにしてトレーニングの効果

を測るかという点について，本研究では平石

(1990b）の自己肯定意識尺度を用いることとした

平木（1993）によると「全般的に非主張的」な人は，

｢自己否定的で自尊心が低く，いつも不安で緊張の高

い生活を送っている」という．また園田・中釜

(2005）も「自尊感情を育む.自分の良さを認める」

ことがアサーションを支えるものとして重要であると

しているし，無藤（2005）はジェンダーの観点から，

抑うつの低下や自尊感情の高まりには自己表現が関

わっていることを示唆しているさらにアサーシヨ

ン・トレーニングと自己肯定感について注目した北原

(2005）によると，事前アンケート等によって抽出さ

れた「自己肯定感が低く，かつ非主張的な傾向のある

生徒」を対象としたアサーション・トレーニングでは

平石（1990b）の自己肯定意識尺度における「自己実

現的態度」と「自己表明・対人積極`性」に大きな高ま

りが見られたという．これらのことを総括すると，自

己肯定意識は，アサーションと少なからず相関があり，

アサーティブな自己表現を行ううえでは，基盤として

安定した自己肯定意識を持っておくことが大事である

と考えられる．

自己肯定意識について平石（1990a）は，対自己領

域と対他者領域の二つに分けて測定している．対自己

領域の下位成分は「自己受容｣，「自己実現的態度｣，

｢充実感」で構成されており，自分の取り組むべき課

題を知る（役割・目標の発見)，それを達成しようと

取り組む（達成への指向`性と連続性)，そして自分の

個性を尊重し，信頼している（自己の受容と信頼）な

どが自己の存在の定義とそれに対する肯定的な意識を

決定するとしている．また対他者領域の下位成分は

「自己閉鎖性・人間不信｣，「自己表明・対人的積極性｣，

｢被評価意識・対人緊張」で構成されており，特に

「自己表明・対人的積極性」は他者の中で自己を生か

すことに関する内容であり，自己の存在の安定と結び

院臨床，学校や企業，福祉施設など様々な場面で実践

されており，その効果についても多くの実践研究で報

告されている（土沼ら，２００５；野末ら，2000他)．

しかしながら，これらの研究では，実際にアサー

ション・トレーニングが参加者にどのような認知・情

動・行動的変化をもたらしたのかについての具体的研

究はなされておらず，抽象的な解釈にとどまっている

のが現状である．さらに渡部（2006）は，従来の主

張性尺度の問題点として，従来の主張性尺度は主張性

の行動的側面にばかり注目して，その認知的側面や情

動的側面を想定していないと指摘している．つまり，

主張性尺度で効果を測っても，実際に主張行動を行っ

たか否かのみで判断され，その過程にどのような認知

的・情動的変化があったかどうかまでは測定できず，

また，積極的に自らの意見や感情を表明することが主

張的であると見なされ，周囲に配慮して－歩引く行動

は，主張性にかけており適応的でないと評価されやす

いというのである．

アサーション・トレーニングを通して，参加者には

一体どのような認知情動的変化が起こっているのか，

それを考える上で，まず，アサーションを阻むものに

ついて考察する平木（1993）は「なぜアサーテイ

ブになれないか」について，①気持ちが把握できてい

ない，②結果や周囲を気にしすぎる，③基本的人権を

使っていない，④考え方がアサーティブでない，⑤ア

サーションのスキルを習得していない，⑥からだが語

るアサーションの６点を挙げている．この中で③の

｢基本的人権」はアサーション権にあたるアサー

ション権とは「自己表現の権利」であり，「生まれな

がらにして誰もがもっている権利」（平木,1993）であ

る．平木は，アサーション権にまつわる権利は１００以

上あるとしながら，そのもっとも基本的なものを次の

５点にまとめている．それは，「私たちは誰からも尊

重され，大切にしてもらう権利がある｣，「私たちは誰

もが，他人の期待に応えるかどうかなど，自分の行動

を決め，それを表現し，その結果について責任をもつ

権利がある｣，「私たちは誰でも過ちをし，それに責任

をもつ権利がある｣，「私たちには，支払いに見合った

ものを得る権利がある｣，「私たちには自己主張をしな

い権利もある」である．そして、平木は「人との信頼，

思いやり，親密さなどを育んでいくには，誰もがア

サーシヨン権を知り，そこに確信をもつことが大切」

であると述べている．

このように考えると，上記の平木の見解②および④

もアサーション権の未獲得と捉えることができ，ア

サーテイブな自己表現ができない理由は，自己理解の

不十分さ，アサーション権の未獲得，そしてスキル不

足の３点に集約できよう．そしてこれらのうち，ア
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ついているとしている．アサーション・トレーニング

は「自分も相手も大切にした」コミュニケーション・

スキルのトレーニングであり，自他領域を取り上げて

いる平石の自己肯定意識尺度得点の変化は，アサー

ション．トレーニングの効果を大きく反映するものと

考える．

以上のことから，本研究では，アサーテイブである

ための基盤としての自己肯定意識が，トレーニングを

通じてどのように変化するかということを，アサー

ション・トレーニングの効果測定として用いる．

アサーション・トレーニングはグループによるト

レーニングの一つであるが，グループによるトレーニ

ングにおけるリーダーの存在と役割がその効果に大き

く関与することが知られている．最近ではリーダーは

－人ではなく、複数のリーダーが役割を取って、チー

ムとしてリーダーシップを展開していくことが多く

なっている．

最近では、非構成的なグループ・アプローチのファ

シリテーターの養成の方法として、．、ファシリテー

ターの役割が認識されるようになってきている野島

ら（2001,2002,2003,2004）は，エンカウンター．

グループにおいてであるが，．・ファシリテーター体

験がファシリテーター養成に有効であることを報告し

ている．．．ファシリテーターの体験学習として，野

島・内田（2001）は，①ファシリテーターの進め方

の観察，②スモール･グループの観察，③メンバーの

観察，④メンバーとしての参加しながらの観察，⑤観

察してのフィードバックを行うこと，などを挙げてい

る．また林（1990）はグループの発展過程において，

．.ファシリテーター関係がうまくいったグループの

方が，うまくいかなかったグループよりも発展段階が

高いとした上で，．･ファシリテーター関係の葛藤の

対処について分析を行っている．これらの研究から，

アサーション・トレーニングにおいても，．・リー

ダー体験はリーダー養成において大変有効であると考

えられる．また，．・リーダーは実際にメンバーの中

に参加しながらの関与が可能であり，リーダーと参加

者の中間的な位置で，グループへの運営に貢献できる．

そこで，効果的で円滑なアサーション・トレーニン

グの実践を図るため，既に精神科外来患者へのアサー

ション・トレーニングを実施しているグループに筆者

が．・リーダーとして参加し，．・リーダーの体験促

進過程や．・リーダーの果たす役割について考察する

ことを、本研究の第二の目的とする．

方法

1．参加者

Ａ病院精神科外来患者７名とスタッフ３名（CP2名，

筆者)，研修生２名（Ｄｍｌ名，Ｎｓ」名）の計１２名

であった．うち,患者２名と研修生１名が途中で中止と

なった表ｌ参照

2．実施期間

ｘ年１月から５月までの隔週に実施したｌセッショ

ン９０分間×８回をｌクールとした．

3．プログラム

表Ｚの通り筆者が全プログラムを構成しリー

ダーの指示や発言内容，メンバーの予想される反応を，

各セッションのプロセスとして事前にシミュレーショ

ンした．本プログラムは計８回で構成されており，初

回は対人関係パターンのチェックと，課題を明確にす

るための個別面談を実施したまた参加者の活動性

を高め，より実践的なトレーニングにするためにロ－

表ｌアサーション・トレーニングの参加者およびスタッフ

経験の有無とその他の特記事項性別 参加動機

Ａ男会社で人の中に積極的に入っていけなかった。 初参加。

Ｂ女思うように伝えられない｡頭で分かっても行動できない。初参加｡緊張強い゜

Ｃ女前回学び､楽になった｡もつと学びたいと思った。継続参加。２回目。意欲高い゜参
加
者 、女ようやく自分に目が向いてきた。 継続参加｡５回目。

初参加｡入院後すぐの参加だが､一時再入院。Ｅ女断れないところがある。

「女雲鯛炉関係が悪くなり退社｡他人への接し方が入院のため途中中止。
入院中｡状態不安定のため途中中止。Ｇ女何でも軽く引き受け､溜まると爆発する。

リーダー｡ＣＯリーダー経験あり。リーダーは初。Ｒ女

ＣＯリーダー｡経験あり｡異動のため途中中止。Ｓ１ 女

ス
タ
ッ
フ

研究者｡ＣＯリーダー｡経験あり。Ｓ２ 女

研修枠｡トレーニング経験なし｡看護師。Ｓ３ 女

研修枠｡トレーニング経験なし｡医師｡勤務上の理由のため
途中中止。Ｓ４ 女
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ルプレイを重視したプログラム作りを工夫し第３回

目からロールプレイを導入した

表２アサーション・トレーニングのプログラム

■例面接

1．オリエンテーション

2.自己紹介.ウォーミングアップ

3.アサーションとは

4.対人関係のﾊﾟﾀｰﾝチェック

5.回別団陵

６.シェアリング

4．個別面接の実施

参加者には筆者が事前・中間・事後に，３回の個別

面接を実施した．各面接の内容は以下の通りである．

1）事前面接

アサーション・トレーニング開始1ヶ月前から前日

にかけて，全ての参加者に実施した．事前面接での質

問内容は，①参加動機，②自分のコミュニケーショ

ン・スタイルをどのように捉えているか③課題の対

象，④理想の自己像，の４点であったまたその際，

平石（l990b）の自己肯定意識尺度も併せて実施した．

2）中間面接

第５セッション後に全ての参加者に実施した中間

面接はその後の課題ロールプレイでの実施課題を設

定することを第一の目的とした．また前半のトレー

ニングの振り返りを行ったり参加者の動機づけを維

持することも，中間面接を実施する重要な目的であっ

た．

３）事後面接

アサーシヨン・トレーニング終了２週間後から１ケ

月後にかけて全ての参加者に実施した事後面接での

質問内容は，①アサーション・トレーニングを終えて

の感想，②トレーニングを通して，考え方や気持ちや

行動の面で変わったと感じるところ，の２点であった．

また事前面接と同様に，平石（l990b）の自己肯定意

識尺度を実施した．

1．自己紹介､ｳｫｰﾐﾝｸﾞｱｯﾌﾟ

2.,回の■西

3コミュニケーション･パターン

・シナリオロールﾌﾟﾚｲ

4.4つの柱

5.アサーション棺

6.シェアリング

２

1．自己紹介.ウォーミングアップ

2.的囲の■目

3.自己■■と他者個個

4.非百田レベルのアサーション

シナリオロールズノイ

5.シェアリング

３

1．自己紹介､ｳｵｰﾐﾝｸﾞｱｯﾌﾟ

2.筋目の区習

3.甘固レベルのアサーション

4.■団ロールﾌﾟﾚｲ(大グループで）

5.シェアリング

1．自己紹介､ウオーミングアップ

2ｍ目の画習

3.■Ｈロールﾌﾟﾚｲ(大グループHD

4・シェアリング

５

中日面接

1．自己紹介.ウォーミングアップ

2.前回の■■

3.伝えるﾎﾟｲﾝﾄ(良求を伝える､宙るﾎﾟｲﾝﾄ）

4.■、ロールズグイ(小グループで）

5.シェアリング

６

1．自己紹介､ｳｫｰﾐﾝｸﾞｱｯﾌﾟ

2.劇囲の■■

3.■■ロールズグイ(小グループで）

4.シェアリング

5．記録方法

全セッションにおいて，筆者がシミュレーションを

基にセッションの流れや，リーダー，参加者の発言

を随時記録した．

1．自己紹介､ｳｫｰﾐﾝｸﾞｱｯﾌﾟ

2.前回の■召

3.自己回鳳を汀てるｾｯｼｮﾝ(20の■び）

4.対人用係のパターンﾁｪｯｸ

5.全体の檀り返り

８

■後団艮

表３自己肯定意識の変化

計 平均(M）ＥＢ Ｃ 、Ａ

前後前後前後前後前後前後前後

(対自己領域）

自己受容(4項目計20点）

自己実現的態度(７項目計８５点）

充実感(8項目計40点）

144

236

208

帽
羽
別

1２

２３

１６

⑩
皿
型

８
７
１

１
１
１

1６

２５

２６

1５１４

２３２０

３０２２

旧
窕
刀

川
印
帽

８
幽
旧

７
１
１

72

118

114

６
７
３

脂
四
２

８
１
９

１
３
２

(対他者領域）

自己閉鎖性･人n羽媚i(8項目計40点）
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１３９精神科来談者へのアサーション・トレーニング

ことが大切なんだなと思いました」と述べたり，ある

いは中間面接で「(相手と）ぶつかって当然なんです

ね．その時は別の提案をすることが大事ですね」と述

べるなど，次第に自他受容の進んだ発言が見られるよ

うになってきた．

第６セッション以降では小グループに分かれて，Ｃ

は以下の２つの課題を自ら設定し，実施した．

①実施課題⑦：娘の口調がきついときに、優しく話し

てくれるように伝える．

日常会話において忘れっぽくなり，娘に同じ事を何

度も尋ねる．それに対して娘が強い口調で言ってくる

ので，もっと優しく話すようにアサーテイブに伝えた

いという内容であった日頃の自分のやり方を再確認

するようなロールプレイになった娘役に「お母さん

に気持ちを伝えてもらえると“悪かったな'，と思え

る」と言われ，「やっぱり言葉で伝えないと」と改め

て実感していた．

②実施課題、：義母が買ったものを自分が買ったよう

にして義姉にあげるのを断る．

昔あった出来事を再現する．本当は義母が買ってき

た桶を，自分（c）が買ったようにして義姉にあげて

くるよう義母から頼まれたしかし嘘をついてまで義

姉にゴマをするようなことはしたくないと言う．当時

は義母の言うとおりにしてしまったとのことであり，

本当は断りたかった気持ちを再現したロールプレイ

では強引な義母の頼みにも粘って断ることができ，

｢自分の気持ちを大切にしたいですね．私はこれで大

丈夫です．すっきりしました」と感想を述べた．

全体的に見て，Ｃは２度目の参加ということで，少

し余裕が感じられた特に考え方（認知）の部分に関

して「1回目では十分に分かっていなかった」のが

｢相手の気持ちを考えるようになった」と述ぺている

(事後面接)．さらに「断るというのがこんなに素晴

らしいことだと分かった｣、その結果「落ち込みもす

るけど，平穏な気持ちになれるようになった｣，

｢１００％行動には結びつかないけど，子どもの気持ち

を考えるようになった」と述べている．

(3)自己肯定意識の変化

ｃの自己肯定意識得点の変化は図ｌの通りであった

対自己領域における「自己実現的態度」と「充実感」

が高くなった．一方，対自己領域における「自己受

容」と対他者領域における「自己表明・対人的積極

性」がやや低くなった

2）参加者：Ｂ，５０代女性，主婦

(1)参加動機

「思うように伝えられない．頭では言いたいことは

分かっているが，行動は難しい．どこまでが自分のわ

がままなのか分からない我慢することが正しいと昔

結果

1．自己肯定意識の変化

トレーニング前後における自己肯定意識の個人，全

体の変化は表３の通りであった．参加者それぞれに

よって，プラスとマイナス両極端の変化があったため，

全体としては対自己領域，対他者領域ともに大きな変

化はみられなかった

本研究は個人の質的変容を捉えることを目的として

いるため，全体としての変化を測ることはあまり有意

義でないかもしれないが，アサーション・トレーニン

グが自己肯定意識のどの部分に働きかけるのかを検討

する上では，この尺度を測定することは意義があると

考えていた．しかしながら，本研究においては，変化

が大きいと予想していた対他者領域において，「自己

閉鎖性・人間不信」と「被評価意識・対人緊張」はわ

ずかながら減少したが，「自己表明・対人的積極性」

についても減少する結果となった．

2．個人的変容について

本研究では，アサーシヨン・トレーニングによる参

加者の認知・情動・行動的側面の質的変容を検討する

ことが第一の目的である．変容の仕方は個人個人で

様々であり，参加者によってアサーション・トレーニ

ングの果たした役割が異なっていたと考えたそこで

今回は，自己肯定意識において対自己領域での変化が

もっとも大きかったｃと，対他者領域での変化がもっ

とも大きかったＢのトレーニングの流れをまとめ，そ

の変容について考察で分析した

1）参加者：Ｃ，４０代女性

(1)参加動機

「前回参加してアサーション権を学び，ずっと言っ

てはいけないと思っていたが，（自分の気持ちを）出

していいんだとわかり，とても楽になったもっと学

びたいと思った｣．

(2)Ｃのトレーニングを通しての動きと実施課題

ｃは，本トレーニング以前に，同院で実施している

アサーション・トレーニングに参加したことがあり，

今回が２回目の継続参加であったそのため，初回か

ら緊張した様子もなく，積極的に意見を言っていた．

前回のトレーニングで「自分の気持ちを言ってもいい

んだということが分かり，とても楽になった」とのこ

とであったが，事前面接では息子の担任への怒りの気

持ちが非常に強かった自分でも「前クールでアサー

ション権を学んだことで，非主張的から攻撃的になっ

た気がする」と述べていたしかし第４セッションで

Ｄのロールプレイを全体で行ったときには「対等って
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ずにお父さんを頼ってよ」と言われた

ときに，自分の気持ちを伝える．

「自分はダメだ．家族に迷惑をかけているという罪

悪感や自信のなさから，娘からきつく言われると黙り

込んでしまう」とのことであり，きちんと自分の気持

ちを伝えたいということであった．１回目のロールプ

レイでは「ごめん」というセリフが多かったそのこ

とを他のメンバーが指摘すると，「娘からも『そんな

"ごめん',ばかり言わないでよ」と言われます」と言

う．そこで，「ごめん」を「ありがとう」に変えて再

度ロールプレイすることをリーダーが勧めると，「そ

の方が言われるほうも気持ちが楽になる」と娘役のＤ

に言われた．Ｂは感想で「ごめんじゃなくて，ありが

とうなんですね．申し訳ないという気持ちがあるから

なかなか難しいけど，やってみます」と述べた

②実施課題、：夫が大きな声で話すので，夫の機嫌の

良いときに「小さな声で穏やかに話を

してくれるときつくない」と伝える．

第７セッションの開始前に「課題が決まらなくて悩

んでいた来るのをやめようかとも思った」と話し，

リーダー，．・リーダーと一緒に課題を考える．「最

近何か言いたくても言えなかったこと，気になったこ

とはないですか？」との問いかけに「この間夫に

大きな声で怒鳴られたんです．耳元でガァーッって言

'よ恩っていた｣．

(2)Ｂのトレーニングを通しての変化と実施課題

第１セッションでのＢは非常に緊張が強く，デイケ

ア室に入ることができなかった自己紹介でも沈黙が

続き，「昨日からずっと緊張していました」と述べた．

第１セッションではほとんどの場面で表情が硬かった

が，ウォーミングアップ（部屋を自由に歩き，出会っ

た人と趣味について話す）においては笑顔も見られた

さらに第２セッションでは，シナリオロールプレイを

行った際ロールプレイの楽しきを感じたようで，徐々

にグループになじんでくる様子が観察された．しかし

この時期はやはり，「緊張して前の日眠れなかった｣，

｢前回（初回セッション）帰ったら疲れがどっと出た」

などの感想が多く述べられている

その後徐々に活動性が高まっていき第３セッショ

ンではウォーミングアップのマッピングの際，自分の

気分と体調について低位置に移動し，「でも最後の方

ではあっち（気分も体調も高位置）にいるんです」と，

自分の状態や気持ちをうまく把握でき，セッション始

めでは緊張の強い自分も素直に受け入れられるように

なってきているようであった

第６セッション以降でのＢの実施課題は以下の２つ

であった．

①実施課題①：娘からきつい口調で「私にばかり頼ら
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０
５
０
５
０
５
０

３
２
２
１
１

０
５
０
５
０
５
０

３
２
２
１
１

一一自己閉鎖性･人間

不信

匿西
一自己表明･対人的

稲極性

一一被評価意識･対人
緊張

前 後 前 後

図ｌｃのトレーニング前後の自己肯定意識の変化

対自己領域 対他者領域

５
０
５
０
５
０

２
２
１
１

０
５
０
５
０
５
０
５
０

４
３
３
２
２
１
１

一一自己閉鎖性･人間
不信

国劃
一自己表明･対人的

積極性

言←被評価意識･対人
緊張

前 後前後

図ＺＢのトレーニング前後の自己肯定意識の変化

▲

合ラム．
』て

ロ

全～

、▲

０

￣丑

￣▲
▽

8

父～
、 ～◆

、
､▲

■■

０



1４１精神科来談者へのアサーション・トレーニング

減少したものと推察できる．さらに「自己実現的態

度」と「充実感」得点が増加し，「自己閉鎖性・人間

不信」と「被評価意識・対人緊張」得点は減少してお

り，全体としては自己内でも他者に対しても肯定感情

が高まったことがうかがえる．

2）参加者：Ｂ

第１期：グループへの緊張が強い時期（＃１・＃２）

この時期は前述の通り，デイケア室に入ることがで

きないほどに緊張している状態であった．この段階で

は，アサーション権やスキルではなく，集団という場

に慣れることや，ウォーミングアップを楽しむことを

優先し，．・リーダーからのセッション前の声かけや

隣の席に座っての励ましなど，個別のフォローが非常

に重要であった．

第２期：活動性が高まる時期（＃３～中間面接）

この時期は徐々に活動性が高まっている時期であっ

たと言える．グループに対する緊張が和らぐにつれ，

自己理解も深まり，「気持ちが良い」や「また不安に

なって，手足がしびれる感じがしてきた」など，その

時の自分の気持ちや状態を的確に言葉で表現できるよ

うになってきたまた，ロールプレイの楽しさを発見

し，人前で演技をしたり良かったところを認めても

らったことが，対人緊張や被評価意識を軽減させたも

のと考える．さらにＢにとってはトレーニング開始前

にスタッフや他メンバーと会話をしたことも効果的で

あり，メンバーとの触れ合いの中で園芸への興味が膨

らみ，実際に買い物に出かけてベランダ菜園を始める

など，日常生活での活動性も高まった

第３期：実践期（＃６～＃８）

Ｂはこの時期に２つの課題ロールプレイを実施して

いる．特に最初の課題では，自分が家族に迷惑をかけ

ているという罪悪感や自信のなさが前提にあったため，

｢ごめんね」を「ありがとう」に変えるというポイン

トが挙げられたが，「申し訳ないという気持ちがある

からなかなか難しい」と述べており，自己に対するア

サーション権がまだ根づいていないことが推察された

自己肯定意識の変化

上述のように対自己領域における「充実感」の増

加は，引き続きトレーニングを継続することを決め，

意欲が高まっていることや，少しずつ自分の変化を感

じていることの表れではないかと考えられる．しかし

何よりＢにおいては，対他者領域の「被評価意識・対

人緊張」の減少が顕著であり，それが本トレーニング

がＢにもたらした最大の効果であったとも言えるであ

ろう．トレーニング全体から見ても，最初の非常に緊

張の強い状態からトレーニングを楽しめる状態にまで

高めることができたことは大変意義深いことである．

Ｂのように緊張状態の高い参加者は継続的にトレーニ

うけん，怖か－」と言ったので，それを課題とした．

ロールプレイでは夫役のＡに「そんなにガーッて言わ

れるとへこむ．もっと柔らしく言ってほしい」と主張

でき，１回のロールプレイで納得して終了した．

(3)自己肯定意識の変化

Ｂの自己肯定意識得点の変化は図２の通りであった．

対自己領域において「充実感」が大きく高まったこと

と，対他者領域において「被評価意識・対人緊張」が

大きく減少したことが特徴的であった．

考察

1．個人的変容について

以下に，上述した２人の参加者について全セッショ

ンを２～３期に分け，トレーニングを通しての変化を

具体的に考察した

1）参加者：Ｃ

第１期：アサーション権（特に他者）理解が深まる

時期（＃１～中間面接）

前述の通り，ｃは１回目のアサーション・トレーニ

ングで「言ってもいいんだ」という思いが強くなり，

攻撃的なコミュニケーション・パターンを取るように

なった．これは，非主張的な人にアサーション・ト

レーニングを行ったところ，攻撃的な自己表現を行う

人が現れることがあるというWOlpeの見解に一致して

おり，背景には，相手がＮＣと反応するという想定の

欠如，すなわち他者に対するアサーション権の理解が

不十分であったためと考えられるｃは２回目の参加

でアサーション権について再度学んだことや，ＮＣを

想定したロールプレイを見たり体験したりする機会が

多かったことから，相手にもアサーション権があると

いうことを強く認識できたようであった．このように，

予めＮＣを想定し，選択肢の幅を広げておくことで，

自分の提案や要求が受け入れられないときにも不満が

起こりにくく，相互の歩み寄りを可能にするというや

り方は，ｃのように怒り感情の大きい参加者に特に効

果的であるのかもしれない

第２期：実践期（＃６～＃８）

前述の通り，Ｃは後半２つの課題ロールプレイを

行った．実際の課題に基づいて練習することで，相手

の気持ちを尊重しながら自分の要求を伝えるというこ

とを体験的に学び，第７セッションでは実際に実践し

たときの様子を「予想とは違う反応だったけれど，伝

えられて満足しています」と報告した．

自己肯定意識の変化

上述のように相手の気持ちを考えるようになった

結果，自己肯定意識の「自己表明・対人的積極性」が
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ングに参加し，徐々に認知の変容やスキルの向上を目

指すことが望ましいと考える．

スの情動的変化を起こし，攻撃性を増大させる可能性

もある．またこの図における矢印は全て双方向に作用

し，認知・情動・行動的側面のいずれからでもアプ

ローチが可能であると考える．2．アサーティブネス獲得までのモデル図

以上の個人的変容のまとめから，認知・情動・行動

的側面を中心としたアサーティブネス獲得までのモデ

ル図（図3）を考案した

今回のプログラムの結果から，アサーティブネス獲

得までの段階として①自己理解，②アサーション権の

獲得，③スキルの獲得があると考えられた特にＢの

ように自己信頼が低く，対人緊張が強いような`患者の

場合，グループの第一の意義が対人緊張の軽減に置か

れる場合が多いと考えられ，対他者のアサーション権

やスキルの獲得以前に，自分の気持ちや状態を明確に

把握することや，自分のコミュニケーション・パター

ンの特徴などを知ることのほうが重要であると思われ

る．一方でＣのように，対自己アサーション権ばかり

が先行してしまうと，相手に対して怒りというマイナ

３．コ・リーダーの役割

最後に、本研究のもう一つの目的であった、発展的

で効果的なグループの雰囲気作りのために、．・リー

ダーはどのような役割を担っているのかという点につ

いて，以下の８点にまとめた．

l）安全で温かいグループの雰囲気づくり

前半は，これがもっとも重要な役割であったと思わ

れる．トレーニングの効果を発揮するためには，何よ

りグループが安全で温かいものでなければならない

．・リーダーは参加者の発言を受容的に受け止め，何

を言っても否定されることはないという安心感を生み

出す役割を担った特に効果的であったのがセツ

フミ
1「

六
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ション前のメンバーへの声かけであり，それによって

ウォーミングアップ時から和やかな雰囲気が作られた．

また，メンバーの発言にうなづいたり笑ったりするこ

とや，自身がユーモアのある発言を行うことなども，

温かい雰囲気づくりに役だった．

2）参加者への個別のフォロー

コ・リーダーはメンバーと同列に並ぶため，緊張の

強いメンバーや個別ワークに遅れがちなメンバーの隣

に座ることによって，メンバーに安心感や落ち着きを

与え，またワークに関するフォローも行うことが可能

であった．さらにロールプレイや発言をすることを

迷っているメンバーがいたときには，励ましや勇気づ

けを行った

3）参加しながらの観察

シミュレーションによってプログラム全体および各

セッションのプロセスを把握し，その上で．・リー

ダーとしての役割を取ったことで，トレーニングに参

加しながらの観察が可能であったそれによって，メ

ンバーと同列に並びながらグループの流れを客観的

に見ることができたため，セッションの良かった点や

改善点，またメンバーの細かい動きや状態を観察する

ことができたこれは．・リーダーの重要な役割の一

つであるとともに，後にリーダーをする際にも重要な

視点となってくるであろう．

4）小グループでのロールプレイの進行

第６セッションと第７セッションでは２つの小グ

ループに分かれての課題ロールプレイが行われた．そ

の際，．・リーダーは一方の小グループ内でリーダー

の役割を取り，ロールプレイを進行した．小グループ

で行ったことで，実施できる課題ロールプレイの数が

増えたこと，そしてメンバー全員が積極的にロールプ

レイに参加したり意見を言ったりできたなどの利点が

あった．小グループでの実施は，．・リーダーがいた

からこそ可能なプログラムであった．

5）中間面接の実施

個別フォローの一つであるが今回は第５セッショ

ンの後に個別に中間面接を実施した．この中間面接は

第６セッション以降に行われる課題ロールプレイのた

めに課題を絞っておくということが目的であったが，

これによってその後のロールプレイもスムーズに行わ

れ，大変有効であったと思われる．さらに前半のト

レーニングの振り返りや，動機づけを高める効果も

あった．普段グループワークが中心となり，あまり個

別に関われない集団療法において，このように一人一

人に時間を設けることは非常に貴重で有意義であると

わかった．

6）幅広い意見の提供

これもメンバーと同列に並ぶために可能な．・リー

グー特有の役割であるが，メンバーの意見が偏ったり，

似通ったものになっているとき，．・リーダーが参加

者の－人として新たな気づきを提供することができた．

例えば，メンバーが言語的な点にばかりに注目してい

たら，非言語的な要素（表情や視線など）について発

言したり，あるいは第４セッションの課題ロールプレ

イの際，話が滞っていることを感じ「ＮＣの想定をす

ること」を提案したりした．これらは，リーダーとの

意思疎通がうまく取れていることでより意義あるもの

となり，事前ミーティングで活動の目的等をきちんと

確認しておくことが大切である．

7）リーダーへのフィードバック

前述のとおり，．・リーダーはトレーニングに参加

しながらの観察が可能であり，セッション中のメン

バーの細かい様子と，セッション全体の流れを観察す

ることができたそして事後ミーティングでそれらの

気づきをリーダーにフィードバックしたそれによっ

てリーダーはメンバーの状態を把握し，自身の気づき

を促進できるとともにより良いグループの動かし方

について検討することができた

8）リーダーの補佐

プリント配布や板書などがこれにあたる．

以上は，エンカウンター．グループにおいて．.

ファシリテーターは「観察者｣，「アシスタント｣，「メ

ンバー｣，「ファシリテーター」と多面的役割を担うと

した野島・内田（2001）の見解に類似している．し

かしながら，本研究ではそれらに加えて，セッション

全体を通しての場づくりや，セッション前の声かけ，

セッション中のワークにおける個別のフォロー，そし

て中間面接の実施など，．・リーダーが個に関わる働

きが多くあったそれゆえ参加者の緊張緩和や動機

づけの維持など，細部にわたって機能することができ

たと考える．このように本研究では，．．リーダー

の取る多面的役割について，さらに具体的に示すこと

ができたであろう．

おわりに

本研究では筆者が．・リーダーとしてグループを体

験しながら，アサーション・トレーニングが参加者に

どのような効果をもたらしているかを考察した今後

は，実際にグループの運営を行い，参加者のニーズに

即したプログラムの検討を行っていく予定である．
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